
　卒業要件単位

科目区分

教育プログラム

教養教育科目

専門基礎科目

専  門  科  目

教養教育科⽬

必　修 計

補習教育   （注１）

２ 単位

１ 単位

実践知

芸術知

１ 単位

１ 単位

キャリア教育

  （注３）

アカデミック・ライティング

０．５ 単位

０．５ 単位

０．５ 単位

０．５ 単位

０．５ 単位

０．５ 単位

０．５ 単位

０．５ 単位

１単位

１単位

１単位

１単位

初修外国語

日本語

  （注４） １ 単位 １ 単位

３０ 単位

注１）補習教育（高大接続科目）は卒業要件単位に算入されません。

注２）物理学科生については，教養物理学（力学）１及び２，教養物理学（電磁気学）１及び２，教養物理学実験は卒業要件単位に算入されません。

注３）スポーツ演習（する・みる・支える）は２単位を限度として卒業要件単位に算入されます。

注４）高年次教養については，理学部開講科目を必ず受講すること。他学部開講の同科目を修得した場合は，卒業要件単位に算入されません。

言　　　　語

英語

４ 単位

数理・データサイエンス
「数理・データサイエンス科目」

プレ上級英語

２ 単位

英語（ライティング）－１

英語（Ｓ＆Ｌ）－１

英語（Ｓ＆Ｌ）－２

２６ 単位

英語（Ｒ＆Ｗ）－１

英語（Ｒ＆Ｗ）－２

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

現代と生命知 的 理 解

3 単位

上級英語

英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（リーディング）－１

英語（リーディング）－２

情報教育

情報処理入門１（情報機器の操作を含む）

英語（ライティング）－２

導 入 教 育

「高大接続科目」

ガイダンス
自然科学入門

「全学ガイダンス科目」

数理・データサイエンスの基礎

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）

「ＩＣＴ（Information & Communication Technology）系科目」

英語（リスニング）－１

英語（リスニング）－２

合  計

応用日本語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※留学生のみ

実践知・感性
「実践・社会連携系科目」

「芸術系科目」

「アカデミック・ライティング科目」

汎用的技能と健康

現代と自然 「自然科学系科目」   （注２）

高年次教養 「高年次教養科目」

「キャリア教育・学生支援系科目」

健康・スポーツ
科学

健康・スポーツ科学

スポーツ演習（する・みる・支える）

学際プログラム

現代と社会 「人文・社会科学系科目」 ２ 単位

「生命科学系科目」 ２ 単位

１２４

６．卒業要件について

専門教育科目

卒業要件単位　合計

専門力プログラム

３０

８２

１２４

フロンティアプログラム

３０ 30

12

８２
(所属学科１２以上，

他学科１２以上)

124

科　目　区　分
卒業要件単位

１２１２

８２

− 32 −− 32 −



専⾨基礎科⽬について
科学の進歩とともに，必要とされる専⾨知識の組み合わせの種類は⼤幅に増えつつあり，幅広い専⾨知識を持った⼈材が
求められる傾向にあります。  
このような幅広い学修に対応するため，他学科⽣向けの専⾨基礎科⽬を開講しています (下表：○履修可，☓履修不可)。  
さらに深く学びたい⼈は，他学科の専⾨科⽬を履修することもできます。  

物理学科 化学科 ⽣物学科 地球科学科
必修 選択必修 選択必修 選択必修 選択必修 選択必修

8 4 12 12 12 12
微分積分学I 2 ● ○ ☓ ☓ ☓
微分積分学II 2 ● ○ ☓ ☓ ☓
線形代数学I 2 ● ○ ☓ ☓ ☓
線形代数学II 2 ● ○ ☓ ☓ ☓
基礎微分積分学I 2 ☓ ☓ ○ ○ ○
基礎微分積分学II 2 ☓ ☓ ○ ○ ○
現代数学要論I 2 ☓ ○ ○ ○ ○
現代数学要論II 2 ☓ ○ ○ ○ ○
基礎物理学１a 1 ○ ☓ ○ ○ ○
基礎物理学１b 1 ○ ☓ ○ ○ ○
基礎物理学２a 1 ○ ☓ ○ ○ ○
基礎物理学２b 1 ○ ☓ ○ ○ ○
⼀般化学１ 1 ○ ○ ☓ ○ ○
⼀般化学２ 1 ○ ○ ☓ ○ ○
基礎有機化学１ 1 ○ ○ ☓ ○ ○
基礎有機化学２ 1 ○ ○ ☓ ○ ○
基礎⽣物学１a 1 ○ ○ ○ ☓ ○
基礎⽣物学１b 1 ○ ○ ○ ☓ ○
基礎⽣物学２a 1 ○ ○ ○ ☓ ○
基礎⽣物学２b 1 ○ ○ ○ ☓ ○
基礎地球科学１a 1 ○ ○ ○ ○ ☓
基礎地球科学１b 1 ○ ○ ○ ○ ☓
基礎地球科学２a 1 ○ ○ ○ ○ ☓
基礎地球科学２b 1 ○ ○ ○ ○ ☓
基礎物理学実験 1 ☓ ☓ ○ ○ ○
基礎化学実験 1 ☓ ○ ☓ ○ ○
基礎⽣物学実験 1 ☓ ○ ○ ☓ ○
基礎地球科学実験 1 ☓ ○ ○ ○ ☓

他学科専⾨科⽬の履修について
授業によっては⼈数制限などがある場合もありますので，履修登録を⾏う前に，必ず担当教員に履修の可否を
問い合わせて下さい。

問い合わせ不要の専⾨科⽬
(配布資料の準備等のため，初回授業までに必ず履修登録をして下さい)

⽣物学科開講科⽬ 分⼦⽣物学 I，細胞⽣物学 IA, IB，植物⽣理学

他学科⽣履修不可の専⾨科⽬

授業科⽬ 単位数
数学科

地球科学科開講科⽬
地球科学⼊⾨
 (他学科⽣向けには基礎地球科学実験があります)

− 33 −− 33 −



専門教育科目 
 
〇数  学  科 

科目区分 履修区分 配当年次 授業科目 単位数 卒業要件単位 

専門基礎科目
必修及び 
選択必修 

１年次   １２ 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

必 修 

２年次 

微分積分学Ⅲ 
代数学基礎Ａ 
代数学基礎Ｂ 
幾何学基礎Ａ 
解析学基礎Ａ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ ３０ 

８２ 

３年次 
幾何学基礎Ｂ 
解析学基礎Ｂ 
数理科学演習 

２ 
２ 
４ 

４年次 課題研究 １２ 

選択及び 
選択必修 

１年次 
数学演義Ⅰ 
数学演義Ⅱ 
数学演義Ⅲ 

２ 
２ 
２ 

講義・演習 
１８以上 

２年次 

微分積分学Ⅲ演習 
代数学基礎Ａ演習 
代数学基礎Ｂ演習 
幾何学基礎Ａ演習 
現代数学要論Ⅲ 
現代数学要論Ⅳ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

３年次 

代数学 
代数学演習 
幾何学Ⅰ 
幾何学Ⅱ 
幾何学演習 
解析学Ⅰ 
解析学Ⅱ 
解析学演習 
離散数学Ⅱ 
情報数学 
確率・統計 
幾何学基礎Ｂ演習 
解析学基礎演習 

２ 
３ 
２ 
２ 
３ 
２ 
２ 
３ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

４年次 

代数学特論Ⅰ 
代数学特論Ⅱ 
幾何学特論Ⅰ 
幾何学特論Ⅱ 
解析学特論Ⅰ 
解析学特論Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

４以上 

２年次 情報処理論 ２  

３年次 
離散数学Ⅰ 
数学特別講義 

２ 
１ 

 

関 連  他学科開講科目及び共通科目   

その他  他学部開講科目  １４以下  

専門教育科目卒業要件単位 合計   ９４ 
 

  

P.33を参照
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〇物 理 学 科 

科目区分 履修区分 配当年次 授業科目 単位数 卒業要件単位 

専門基礎科目 選択必修 １年次   １２ 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

 
必 修 

１年次 物理学実験１ ２

１８ 

 

２年次 物理学実験２ ２

３年次 物理学実験３ ４

４年次 物理学課題研究 １０

 
選択及び
選択必修

 
１年次 

力学１ 
力学２ 

２
２ 

１４以上 

 
２年次 

電磁気学１ 
電磁気学２ 
量子力学１ 
熱力学 

２
２ 
２ 
２ 

 
３年次 

統計力学１ 
統計力学２ 
量子力学２ 

２
２ 
２ 

 
１年次 

力学演習１ 
力学演習２ 

２
２ 

１２以上 

 
２年次 

電磁気学演習１ 
電磁気学演習２ 

２
２ 

 
３年次 

統計力学演習１ 
統計力学演習２ 
量子力学演習１ 
量子力学演習２ 

２
２ 
２ 
２ 

 
１年次 

物理科学入門Ａ 
物理科学入門Ｂ 
物理数学１Ａ 
物理数学１Ｂ 
物理数学２Ａ 
物理数学２Ｂ 

１
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 

 
２年次 

力学３ 
物理数学３Ａ 
物理数学３Ｂ 
物理数学４Ａ 
物理数学４Ｂ 
振動波動 

２
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 

８２

 
３年次 

電磁気学３ 
量子力学３ 
コンピュータ物理学１ 
コンピュータ物理学２ 
固体物理学１ 
素粒子原子核物理学Ａ 
宇宙天体物理学Ａ 
量子光学 
相対性理論１ 
相対性理論２ 
基礎先端物理学１ 
基礎先端物理学２ 
先端物理学１ 
先端物理学２ 

２
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 

０.５ 
０.５ 
０.５ 
０.５ 

 
４年次 

固体物理学２
固体物理学３ 
相対論的量子力学 
素粒子原子核物理学Ｂ 
宇宙天体物理学Ｂ 

２
２ 
１ 
１ 
１ 

関 連  他学科開講科目及び共通科目   

その他  他学部開講科目 ８以下  

専門教育科目卒業要件単位 合計   ９４
 

  

P.33 を参照
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〇化 学 科  
科目区分 履修区分 配当年次 授業科目 単位数 卒業要件単位 

専門基礎科目 選択必修 １年次 
 

 １２ 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 
  
必 修 

１年次 

基礎物質化学
化学英語 
有機化学Ⅰ 
有機化学Ⅱ 
分析化学Ⅰ 
基礎化学実験  

２
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

４６ 

８２

２年次 
物理化学Ⅰ
量子化学Ⅰ 
無機化学Ⅰ 

２ 
２ 
２ 

３年次 
化学実験Ⅰ
化学実験Ⅱ 

７ 
７ 

４年次 
化学ゼミナール
課題研究  

２
１２ 

 
選択及び 
選択必修 

２年次 物理化学Ⅱ ２

２以上 
３年次 

物理化学Ⅲ
物理化学Ⅳ 

２
２ 

２年次 量子化学Ⅱ ２
２以上 

３年次 量子化学Ⅲ ２

２年次 
有機化学Ⅲ
有機化学Ⅳ  
有機機器分析 

２
２ 
２ 

６以上 

３年次 
有機化学Ⅴ
有機反応機構 
有機合成化学 

２
２ 
２ 

２年次 
無機化学Ⅱ
錯体化学Ⅰ 

２
２ 

４以上 

３年次 
無機化学Ⅲ
無機化学Ⅳ  
錯体化学Ⅱ  

２
２ 
２ 

２年次 分析化学Ⅱ ２
２以上 

３年次 分析化学Ⅲ ２

１年次 
化学数学Ⅰ
化学数学Ⅱ 

２
２ ２以上 

 

３年次 
固体化学Ⅰ
固体化学Ⅱ  

２
２  

関 連  他学科開講科目及び共通科目   

その他  他学部開講科目 １０以下  

専門教育科目卒業要件単位 合計   ９４ 

 

  

P.33 を参照 
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〇生 物 学 科 

科目区分 履修区分 配当年次 授業科目 単位数 卒業要件単位 

専門基礎科目

 
選択必修

 

 
１年次 

 

 １２ 

専 
 

 

門 
 

 

科 
 

 
目 

 
必 修 

 
１年次 

基礎生物学Ａ
基礎生物学Ｂ１ 
基礎生物学Ｂ２ 
生物学入門Ⅰ 
生物学入門Ⅱ 
分子生物学Ⅰ 
細胞生物学ⅠＡ 
細胞生物学ⅠＢ 
植物生理学 

２
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
１ 
２ 

５５ 

８２ 

 
２年次 

生化学Ⅰ
分子遺伝学Ⅰ 
遺伝学Ⅰ 
発生生物学Ⅰ 
生体制御学Ⅰ 
神経生物学ⅠＡ 
神経生物学ⅠＢ 
生物学実験Ａ 
生物学実験Ｂ 

２
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
３年次 

生物英語演習 
生物学ゼミナールＡ 
生物学実験Ｃ 
生物学実験Ｄ 

２
１ 
４ 
４ 

４年次 
生物学ゼミナールＢ 
課題研究 

２
１０ 

 
選択必修

１年次 生物学特論 １

１７ 
以上 

 
２年次 

生化学Ⅱ
分子遺伝学Ⅱ 
細胞生物学ⅡＡ 
細胞生物学ⅡＢ 
植物細胞生理学 
動物行動学 
生態学 
臨海実習Ⅰ 

２
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
３年次 

生化学Ⅲ
分子生物学Ⅱ 
遺伝学ⅡＡ 
遺伝学ⅡＢ 
生物物理学Ⅰ 
生物物理学Ⅱ 
発生生物学ⅡＡ 
発生生物学ⅡＢ 
生体制御学Ⅱ 
生体制御学Ⅲ 
動物生理学 
神経生物学Ⅱ 
臨海実習Ⅱ 
臨海実習Ⅲ 
臨海実習Ⅳ 
臨海実習Ⅴ 

２
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

関 連  他学科開講科目及び共通科目  

その他  他学部開講科目 １０以下  

専門教育科目卒業要件単位 合計   ９４ 
 
  

P.33 を参照
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〇地 球 科 学 科 

科目区分 履修区分 配当年次 授業科目 単位数 卒業要件単位 

専門基礎科目

 
選択必修 

 

 
１年次 

 

 １２ 

専 
 

 

門 
 

 

科 
 

 
目 

 
必 修 

 

 
１年次 

地球科学ゼミナール１
地球科学ゼミナール２ 
現代地球科学１ 
現代地球科学２ 
現代地球科学３ 
現代地球科学４ 
地球科学入門 

１
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

２３ 

８２

 
２年次 

地球科学ゼミナール３
地球科学ゼミナール４ 
地球科学ゼミナール５ 
地球科学ゼミナール６ 

１
１ 
１ 
１ 

３年次 
地球科学ゼミナール７
地球科学ゼミナール８ 

１
１ 

４年次 
地球科学輪講
課題研究 

４
６ 

 
選択必修 

 
２年次 

顕微鏡岩石学実験１
顕微鏡岩石学実験２ 
大気科学演習１ 

１
１ 
１ 

５以上  
３年次 

測量地理情報学実習
固体地球物理学実験 
地球環境化学実験 
大気科学演習２ 

１
１ 
１ 
１ 

 
２年次 

鉱物結晶学
造岩鉱物学  
地形学概説  
固体地球物理学 
地球物理のための数学 
宇宙と地球の化学 
地球惑星化学Ａ 
大気科学Ａ 
大気科学Ｂ 
地球化学熱力学 

２
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

３６以上 

 
３年次 

基礎岩石学
火成岩成因論 
変成岩成因論 
地球物質反応論１ 
地球物質反応論２ 
情報地質学 
変動地形学  
地球統計学  
地球形成論  
地球惑星内部構造論Ａ 
地球惑星内部構造論Ｂ 
地球連続体力学 
地震学 
地球惑星化学Ｂ 
微量元素・同位体地球化学 
大気科学Ｃ 
大気科学Ｄ 
大気科学Ｅ 
大気科学Ｆ 

１
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

選 択 ２年次 地質図学演習 ０.５

 
２～４ 
年次 

地球科学特講１
地球科学特講２ 
地球科学特講３ 
地球科学特講４ 

１
１ 
１ 
１ 

３年次 情報地質学巡検
岩石鉱物学巡検 

１
１ 

関 連  他学科開講科目及び共通科目   

その他  他学部開講科目 １０以下  

専門教育科目卒業要件単位 合計   ９４
 
  

P.33 を参照

− 38 −



 
〇共 通 科 目 
 
科目区分 履修区分 年次  授  業  科  目 単位 備  考 

専 

門 

科 

目 

関  連 1 天文学入門 1  

１～３ 就業体験実習（インターンシップ） 1  

１～３ 就業体験実習（インターンシップ） 2  

3 自然系博物館実習 3 学芸員資格取得者用 

2 フロンティアサイエンティストリテラシー 1 フロンティアプログラム開講科目 

2 先端科学実習 1 フロンティアプログラム開講科目 

3 先取りプロジェクト研究  5 
フロンティアプログラム開講科目 

※卒業要件外 
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７．課題研究の履修要件（４年次進級要件）について 

課題研究の履修開始時期は，４月または１０月とします。 
また，学科によっては１０月からの課題研究履修ができない場合がありますので，１０月進級の 

可能性がある場合は，予め担任教員（または指導教員）へ相談すること。 
 

専 門 力 プ ロ グ ラ ム （数 学 科） 

（１） 卒業要件単位を９４単位以上修得していること。 

（２） 専門基礎科目の必修科目を８単位修得していること。 

（３） ２年次専門科目の必修科目をすべて修得していること 

（４） 数学科１，２年次開講の専門科目（必修を除く）の中から１０単位以上修得していること。 

※ ただし，第３年次編入学学生については，上記（３）の内，「代数学基礎 A」，「代数学基礎 B」，「幾何学基礎 A」を 

課題研究の履修要件には含めない。 

 

専 門 力 プ ロ グ ラ ム （物 理 学 科） 

（１） 卒業要件単位を９４単位以上修得していること。 

（２） 「物理学実験１」，「物理学実験２」及び「物理学実験３」を修得していること。 

※ ただし，第３年次編入学学生については，上記（２）の内，「物理学実験１」及び「物理学実験２」を課題研究の履修要

件には含めない。 

 

専 門 力 プ ロ グ ラ ム （化 学 科） 

（１） 卒業要件単位を９４単位以上修得していること。 

（２） ３年次までの専門科目の必修科目をすべて修得していること。 

（３） 専門科目（選択必修，選択，他学科開講科目）を２８単位以上修得していること。 

※ ただし，第３年次編入学学生については，上記（２）の内，「基礎化学実験」を課題研究の履修要件には含めない。 

 

専 門 力 プ ロ グ ラ ム （生 物 学 科） 

（１） 卒業要件単位を１００単位以上修得していること。 

（２） 教養教育科目のうち，高年次教養科目を除く必修科目２３単位を修得していること。 

（３） ３年次までの専門科目の必修科目をすべて修得していること。 

※ ただし，岡山大学協定校への留学（EPOK 等）によって３年次第３・４学期開講の必修科目を履修できなかった学生に

ついては，３年次第３・４学期必修科目を４年次に履修することを認める。この場合，課題研究は生物学科で行うものとし，

履修を許可された教員のもとで課題研究を行う。  

 

専 門 力 プ ロ グ ラ ム （地 球 科 学 科） 

（１） 卒業要件単位を９６単位以上修得していること。 

（２） 教養教育科目のうち，高年次教養科目を除く必修科目２３単位を修得していること。 

（３） ２年次までの専門科目の必修科目をすべて修得していること。 

（４） ３年次までの専門科目の選択必修科目のうち，実験・実習・演習科目を５単位以上と，実験・実習・演習科目以外の

科目を２６単位以上修得していること。 

※ ただし，第３年次編入学学生については，上記（３）のうち，「地球科学ゼミナール５」及び「地球科学ゼミナール６」は，

課題研究の履修要件に含めない。  
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フ ロ ン テ ィ ア プ ロ グ ラ ム  

（１） 所属学科専門力プログラムの履修要件が適用される。 

（２） 「先取りプロジェクト研究」の指導教員のもとで課題研究を履修しても良い。 

（３） 「先取りプロジェクト研究」の指導教員とは異なる指導教員のもとで課題研究を履修しても良い。 

（４） 各教員が受け入れる学生数におけるフロンティアプログラム学生数の扱いは各学科が定めた数とする。 

 
学 際 プ ロ グ ラ ム  

（１） 卒業要件単位を１００単位以上修得していること。 

（２） 課題研究の履修を希望する研究室の教員から事前に承諾を得ること。 

（３） 所属学科で課題研究の履修を希望する場合，各教員が受け入れる本コースの学生数は各学科が定めた数とする。 

（４） 所属学科以外で課題研究の履修を希望する場合，各教員が受け入れる本コースの学生は２名までとする。 
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８．岡山大学理学部履修科目の上限設定等に関する内規 

 

                     制定 平成１６年 ４月２９日 

                     改正 平成１７年１２月 ８日 

                     改正 平成２１年 ６月 ３日 

   改正 平成２２年 ３月 ３日 

                        改正 平成２５年 ３月 ６日 

                        改正 平成２６年 ３月 ５日 

改正 平成２８年 ３月 ２日    

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は，岡山大学理学部規程（平成１６年岡大理規程第１号）第１３条の規定

 に基づき，岡山大学理学部における履修科目の上限設定等について定める。 

 

 （履修科目の上限） 

第２条 履修科目として登録できる単位数の上限は，１年間６０単位とし，次の各号に掲げ

 るものについては，単位数の上限から除くものとする。 

 一 補習授業（初等数学，初等物理学，初等化学，初等生物学）），「基礎英語」及び 

「その他別途通知する科目」 

 二 入学前の既修得単位を本学部において修得したものとして単位認定された科目 

 三 外部検定試験等により単位認定された科目 

 

 （雑則） 

第３条 この内規の定めるもののほか，特別な事情がある場合は，学科長会の議を経て， 

 履修科目の上限を変更することができる。 

 

   附 則 

 この内規は，平成１６年４月２９日から施行し，平成１４年度入学者から適用する。 

 

 （附則 以下中略） 

 

附 則 

 この内規は，平成２８年４月１日から施行し，平成２１年度入学者から適用する。 
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９．他学部開講の専門教育科目の履修について 
 

 

他学部開講の専門教育科目の履修を希望する学生は，所定の「他学部科目履修許可願」を各学科

教務・学生支援委員に提出しなければなりません。ただし，教職科目，博物館科目* においては不

要です。 

提出された他学部科目履修許可願に基づき，各学科において卒業要件単位としての算入の可否

を決定し，各学科の定める教育プログラムごとの上限単位数までは，卒業要件単位として算入す

ることができる場合があります。 

 

【卒業要件単位への算入可能科目と算入上限単位数】 

 フロンティア 専門力 学際 

数学科 14 

専門関連科目 

教職科目* 

14 

専門関連科目，教職科目*， 

文理融合科目 

10 

科目指定なし 

物理学科 8 

専門関連科目 

8 

専門関連科目 

10 

科目指定なし 

化学科 10 

専門関連科目 

10 

専門関連科目 

10 

科目指定なし 

生物学科 10 

専門関連科目 

10 

専門関連科目，教職・博物館科目*，

文理融合科目 

10 

科目指定なし 

地球科学科 12 

専門関連科目 

12 

専門関連科目，教職・博物館科目* 

10 

科目指定なし 

 

各学科における「専門関連科目」の基準は以下のとおり定められていますので，各学科の指示によ

り履修して下さい。 

 数学科：数学に関連する科目 

 物理学科：理学部で開講されている科目の内容と重複しない物理学及び物理学に関連する科目。 

      (例：流体力学に関係する科目，エレクトロニクスに関係する科目等) 

 化学科：理学部で開講されている科目の内容と重複しない化学及び化学に関連する科目。 

 生物学科：生物学に関連する科目。 

 地球科学科：地球科学に関連する科目。 

 

「文理融合科目」は，データサイエンティスト，弁理士，アクチュアリー志望者などを想定した科

目であり，金融，経済，法律，特許，知的財産などに関連した科目が該当します。 
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１０．学際プログラム  
 
 
 １ 定  員 
     各学科学生定員の２０％程度以内 
 
 ２ 内容・特色 
   幅広い分野の授業科目を履修することにより，複合的・学際的な学問分野に対応，進 
  出できる学生を育成することを目的とする。 
   各学科の開講する専門科目を２学科以上にわたって修得し，履修を許可された教員の 

もとで課題研究を行い卒業する。 
 
 ３ プログラム履修要件 

 本プログラムへの登録を申請した理学部学生のうち，教務・学生支援委員会において履
修を許可された者とする。 
申請基準：全学 GPA（累積）が２．５０以上 
 
 
 
 
 
 
 

 ４ 卒業要件 
   本プログラムの履修が許可された場合は，以下の卒業要件が適用されることとなる。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          所属学科  
科目 

数学科 物理学科 化学科 
 

生物学科 地球科学科

 
教養教育科目計 ３０単位（理学部所定の卒業要件を満たすこと） 

 
専
 
門
 
教
 
育
 
科
 
目

 

 
専門基礎科目計  １２単位（所属学科所定の卒業要件を満たすこと） 

 
 
専
 
門
 
科
 
目

 

 

 
２学科以上に
わたって修得
すること 

 
 
 

専門科目 

所属学科専門科目（課題研究及び集中講義を除く。） 
 １２単位以上  

他学科専門科目（課題研究及び集中講義を除く。） 
 １２単位以上

課題研究 履修を許可された研究室の教員が担当する学科において定
められた単位数とする。 

専門科目計  理学部開講科目７２単位以上を含む８２単位 

 
卒業要件単位計 １２４単位 

 ５ 「課題研究」履修資格 
   課題研究を履修することができる者は，３年次終了時に上記４に掲げる卒業要件単位の 
  うち，１００単位以上を修得している者とする。 
   ただし，所属学科以外で課題研究の履修を希望する場合は，希望する研究室の教員の承 
  諾を得るものとする。（この場合，各教員が受け入れる本プログラムの学生は２名までと 
  する。） 
 
 ６ 注意事項 
  （１）プログラム希望者は，１，２年次においても可能な限り，本プログラムを視野に入

れて授業科目を履修することが望ましい。 
   （２）実験・演習等，授業科目によっては，他学科学生の履修が制限される場合もあるた

め，授業科目（課題研究を含む。）の履修に関し，事前に担当教員に受入れ基準等を
確認しておくこと。 

  （３）本プログラムの辞退は，願出に基づき，教務・学生支援委員会において適当と認め
た場合に許可する。なお，辞退が許可された場合，所属学科のカリキュラム及び卒業
要件が適用されることとなる。 

  （４）本プログラムの履修が許可された者は，半年毎に履修報告書を作成しなければなら
ない。 

登録申請時期  １年次１０月 ２年次５月 ２年次１０月 

開始時期  ２年次１学期 ２年次３学期 ３年次１学期 
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 １１．フロンティアプログラム 
 
 

１ 定  員 
理学部入学定員の１０％程度 

 
２ 目  的 

広範囲な自然科学の教養，自立した倫理観と判断力，広く社会へ発信できるコミュニケー
ション能力を持ち，新領域や学際領域も含む科学の最前線で活躍できる研究者・技術者・教
育者を育成することを目的とする。 

 
３ 特  色 
（１） 所属学科のカリキュラムに加え，本プログラム開講科目を副専攻的に履修する。 
（２） プログラムのアドバンスコースとして「フロンティアサイエンティスト特別コース」を

設定する。特別コースでは個人あるいはグループによる「先取りプロジェクト研究」を行う。 
（３） 自主研究・自主ゼミについては，本プログラムが支援を行い，「先取りプロジェクト研

究」の取り組みとして認める。学修・自主研究・自主ゼミに際し，アカデミックアドバイザ
ー（教員）の助言を受けることができ，研究機材の利用が可能である。 

（４） 所定の修了要件を満たした者には，卒業時に「プログラム修了証」「特別コース修了証」
を授与する。 

 
４ プログラム履修要件 

本プログラムへの登録を申請した理学部学生のうち，教務・学生支援委員会において履修
を許可された者とする。 

 
５ 特別コース履修要件 

プログラム履修者のうち，書類審査，面接及び学業成績により選抜を行い，許可された者
とする。 

特別コースで実施する先取りプロジェクト研究の履修開始は，原則として３年次とする。
なお，希望する場合には，２年次から履修することができる。いずれの場合も希望研究室の
教員の承諾を必要とする。 

 
６ 開講科目及び修了要件 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム開講科目 単位数
修了要件 

対象年次
単位数 必・選 

 フロンティアサイエンティストリテラシー １ １ 必修 １年次～

 先端科学実習 １ １ 必修 １年次～

 先取りプロジェクト研究 ５ ５ 必修 ３年次 

修了要件単位数合計 ７   

 
７ 卒業要件における単位の取扱い 

「フロンティアサイエンティストリテラシー」「先端科学実習」の修得単位は，専門科目
（関連）共通科目として所属学科の卒業要件に算入できる。 

「先取りプロジェクト研究」は，卒業要件には算入しないものとする。 
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